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平成２１年度の目標受診率は４０％
後期の集団健診は１１月に

平
成
　
年
４
月
よ
り
全
国
民
を
対
象
と
し
た

２０

「
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
」
が
始
ま
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
に
着
目
し
、
異
常
が
見
ら
れ
る
場
合
は
保

健
師
な
ど
が
生
活
習
慣
病
を
改
善
す
る
た
め

の
指
導
を
行
う
も
の
で
す
。

市
の
昨
年
度
の
健
診
受
診
率
は
　
・
４
％
で

３５

す
。
今
年
度
は
　
％
以
上
を
目
標
に
取
り
組

４０

み
を
進
め
ま
す
。
今
月
号
で
は
、
こ
う
し
た

制
度
の
内
容
や
昨
年
度
の
特
定
健
診
の
結
果

を
紹
介
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
健
康
管
理

を
進
め
る
き
っ
か
け
に
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　　　　健康づくりは
まず、健診から！

特定健診を
受けましょう

写真上：昨年５月に末広コミセンで行われた地域説明会

写真下：昨年２月に行われた集団運動教室

あなたの体の中を覗いてみませんか？
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メタボリックシンドロームチェック（別表１）

防
ご
う
！

防
ご
う
！
　
　
　
　
　
　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
　
　
　

シ
ン
ド
ロ
ー

　
　
　
シ
ン
ド
ロ
ー
ムム

　

昨
年
4
月
か
ら
、
特
定
健
診
・

特
定
保
健
指
導
が
始
ま
り
ま
し
た
。

特
定
健
診
は
、
高
血
圧
や
糖
尿
病

な
ど
の
生
活
習
慣
病
に
深
く
か
か

わ
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
に
着
目

し
、
異
常
が
見
ら
れ
る
場
合
に
は
、

保
健
師
や
管
理
栄
養
士
な
ど
が
生

活
習
慣
病
を
改
善
す
る
た
め
の
特

定
保
健
指
導
を
行
い
ま
す
。

　

健
診
は
、
病
気
の
早
期
発
見
と

予
防
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

生
活
習
慣
病
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、

自
覚
症
状
が
無
い
ま
ま
に
進
行
し

ま
す
。
自
覚
症
状
が
出
て
き
た
と

き
に
は
病
気
が
か
な
り
進
行
し
、

簡
単
に
は
治
ら
な
い
ケ
ー
ス
が
多

い
の
で
す
。「
健
康
づ
く
り
は
ま
ず

健
診
か
ら
」
と
言
わ
れ
る
と
お
り
、

ま
ず
は
自
分
の
状
態
を
知
る
こ
と

が
非
常
に
大
事
な
こ
と
で
す
。

　

国
は
平
成　

年
度
ま
で
の
目
標

２４

受
診
率
を
各
保
険
に
よ
っ
て
定
め

て
い
ま
す
。
こ
の
目
標
受
診
率
に

達
し
な
い
保
険
者
は
、
後
期
高
齢

者
医
療
費
へ
の
支
援
金
を
増
や
さ

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
支
援
金

が
多
く
な
る
と
財
政
が
苦
し
く
な

り
、
保
険
料
の
引
き
上
げ
に
つ
な

が
る
場
合
も
出
て
き
ま
す
。
自
分

自
身
の
健
康
の
た
め
に
も
、
ま
た
、

経
済
的
な
負
担
を
増
や
さ
な
い
た

め
に
も
、
特
定
健
診
受
診
の
必
要

性
を
み
ん
な
で
考
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
　
　
　
　

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
は

　
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
は
？？

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

は
、
皮
下
脂
肪
で
は
な
く
内
臓
に

脂
肪
が
た
ま
り
過
ぎ
て
い
る
人
で
、

高
血
圧
・
脂
質
異
常
・
高
血
糖
な

ど
の
危
険
因
子
を
2
つ
以
上
持
っ

て
い
る
状
態
を
い
い
ま
す
。
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
人
は
、

軽
度
の
場
合
で
も
危
険
因
子
が
重

な
る
と
急
速
に
動
脈
硬
化
が
進
み
、

心
臓
病
や
脳
卒
中
と
い
っ
た
命
に

か
か
わ
る
病
気
を
引
き
起
こ
す
リ

ス
ク
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

の
判
断
基
準
は
別
表
１
を
参
照
く

だ
さ
い
。

特
定
健
診
は

特
定
健
診
は
　
　
　
　
　

誰
が
受
け
る
の
？

　
　
誰
が
受
け
る
の
？
　

　
　

歳
以
上　

歳
以
下
の
国
民
健

４０

７４

康
保
険
や
被
用
者
保
険
（
健
康
保

険
組
合
や
共
済
組
合
な
ど
）
の
被

保
険
者
と
そ
の
家
族
の
方
が
対
象

と
な
り
ま
す
。
ま
ず
は
加
入
し
て

い
る
健
康
保
険
と
年
齢
に
よ
っ
て
、

ど
の
健
診
を
受
け
る
こ
と
に
な
る

の
か
次
ペ
ー
ジ
の
別
表
２
を
参
考

に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成

年
度
の
特
定
健

平
成
　
年
度
の
特
定
健
診診

２０２０

の
受
診
状
況
は

の
受
診
状
況
は
　
　

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

は
、
テ
レ
ビ
や
雑
誌
な
ど
で
も
話

題
に
な
っ
た
た
め
、
市
民
の
み
な

さ
ん
に
も
浸
透
し
て
き
た
と
思
い

ま
す
が
、
平
成　

年
度
に
行
っ
た

２０

特
定
健
診
（
富
良
野
市
国
民
健
康

保
険
加
入
者
）
の
受
診
者
は
１
８

５
６
人
（
う
ち
４
９
１
人
が
初
診

の
方
）
で
受
診
率
は　

・
４
％
、

３５

特
定
保
健
指
導
実
施
率
は　

・
７

３１

％
と
半
数
に
も
満
た
な
い
の
が
現

健康づくりはまず、健診から！

特定健診を受けましょう
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状
で
す
。
特
に　

歳
か
ら　

歳
の

４０

６４

男
性
の
受
診
率
が
低
い
実
態
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
も
受
診
率
の
ア
ッ
プ
の
た

め
、
昨
年
度
は
地
域
説
明
会
を　
４７

回
行
い
、
延
べ
９
４
３
人
の
方
が

参
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
連
合

会
や
町
内
会
、
地
域
団
体
な
ど
が

市
の
出
前
講
座
な
ど
を
活
用
し
、

自
主
的
に
特
定
健
診
や
特
定
保
健

指
導
、
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
学

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
た
め
平
成　
１８

年
度
は
１
２
４
４
人
だ
っ
た
受
診

者
が
年
々
増
加
す
る
な
ど
、
健
診

の
必
要
性
が
市
民
の
み
な
さ
ん
に

広
が
っ
て
き
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

平
成

年
度
の
健
診
結

平
成
　
年
度
の
健
診
結
果果

２０２０

の
特
徴
に
つ
い

の
特
徴
に
つ
い
てて

　

健
診
結
果
か
ら
、
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
該
当
す
る
男

性
の
割
合
は　

・
５
％
（　

・
４

２３

２４

％
）、
女
性
の
割
合
は　

・
１
％

１０

（　

・
１
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１２ま
た
予
備
軍
に
該
当
す
る
男
性
の

割
合
は　

・
２
％
（　

・
１
）、
女

１４

２７

性
の
割
合
は
６
・
１
％
（
８
・
２
）

と
、
い
ず
れ
も
全
国
平
均
よ
り
低

い
該
当
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
カ
ッ
コ
内
は
全
国
平
均
（
平
成

　

年
度
資
料
）

１８
　

別
表
３
の
特
定
健
診
結
果
の
内

訳
で
は
、
全
健
診
受
診
者
を
健
診

結
果
に
も
と
づ
い
て
グ
ル
ー
プ
分

け
を
し
て
い
ま
す
。
特
徴
と
し
て
、

特
定
保
健
指
導
が
必
要
な
方
の
割

合
が
全
体
の　

・
３
％
と
な
っ
て

１６

い
る
半
面
、
受
診
勧
奨
が　

・
８

２２

％
、
治
療
中
だ
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

不
良
が　

％
と
特
定
保
健
指
導
以

２７

外
の
保
健
指
導
の
割
合
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
基
準
内
の
腹

囲
で
あ
っ
て
も
、
脂
質
や
血
圧
、

血
糖
な
ど
の
数
値
が
悪
い
方
が
多

い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
不
良
で
は
糖
尿
病

の
不
良
の
割
合
が　

・
１
％
と
高

６５

い
こ
と
か
ら
、
糖
尿
病
の
予
防
と

改
善
が
今
後
の
課
題
と
い
え
ま
す
。

健
診
で
は
ど
ん
な
検
査

健
診
で
は
ど
ん
な
検
査
をを

行
う
の
か

行
う
の
か
　
　
　

●
基
本
的
な
検
査
項
目

虚
診
察
な
ど

　

身
体
計
測（
腹
囲
・
身
長
・
体
重
・

Ｂ
Ｍ
Ｉ
）、
理
学
的
所
見
（
身
体
診

察
）、
血
圧
測
定
、
問
診
（
喫
煙
歴

な
ど
）

許
脂
質
を
調
べ
る
検
査

　

中
性
脂
肪
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

距
糖
代
謝
を
調
べ
る
検
査

　

血
糖
、
H
b
A
1
c
、
尿
糖

鋸
肝
機
能
を
調
べ
る
検
査

　

Ｇ
Ｏ
Ｔ
、
Ｇ
Ｐ
Ｔ
、
γ
‐
Ｇ
Ｔ

Ｐ漁
腎
機
能
を
調
べ
る
検
査

　

尿
た
ん
ぱ
く

●
市
独
自
の
検
査
項
目

　

人
工
透
析
を
予
防
・
早
期
発
見

す
る
た
め
の
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
検
査

や
痛
風
の
原
因
と
な
る
尿
酸
の
検

査
は
富
良
野
市
独
自
の
検
査
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
国
の
基
準
で
は

選
択
制
と
な
っ
て
い
る
「
貧
血
」

や
「
心
電
図
」
検
査
も
全
員
に
実

施
し
て
い
ま
す
。

（別表２）

（別表３）

特定健診結果の内訳

国保４０歳～７４歳

※治療中は高血圧・糖
尿病・脂質異常症で服
薬している方を計上
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保
健
指
導
っ
て
ど
ん
な

保
健
指
導
っ
て
ど
ん
な
ここ

と
を
す
る
の
？

と
を
す
る
の
？
　
　
　

　

特
定
保
健
指
導
で
は
、
対
象
者

に
ま
ず
自
分
の
身
体
の
状
態
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
健

診
結
果
を
お
話
し
ま
す
。
そ
し
て
、

本
人
が
普
段
の
食
事
や
身
体
活
動

な
ど
の
生
活
習
慣
を
振
り
返
っ
て
、

改
善
の
た
め
の
取
り
組
み
を
実
践

し
て
い
け
る
よ
う
に
、
保
健
師
・

栄
養
士
が
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

運
動
を
実
践
し
て
い
く
た
め
の
教

室
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

特
定
保
健
指
導
以
外
の
保
健
指

導
は
、
内
臓
肥
満
は
な
い
が
検
査

結
果
が
悪
い
方
や
高
血
圧
や
糖
尿

病
・
脂
質
異
常
で
治
療
中
で
あ
る

が
検
査
結
果
が
悪
い
方
に
対
し
て
、

特
定
保
健
指
導
と
同
じ
よ
う
に
指

導
し
て
い
ま
す
。
保
健
指
導
の
費

用
の
自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
年
度
は
よ
り
受
診
し

今
年
度
は
よ
り
受
診
し
やや

す
い
仕
組
み
へ

す
い
仕
組
み
へ
　
　
　

　

今
年
度
の
受
診
率
は　

％
以
上

４０

（
２
２
０
０
人
以
上
）、
特
定
保
健

指
導
実
施
率
は　

％
以
上
を
め
ざ

２６

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

よ
り
受
診
し
や
す
い
環
境
を
整
え

よ
う
と
別
表
４
の
と
お
り
医
療
機

関
か
ら
市
に
情
報
提
供
が
で
き
る

仕
組
み
（
特
定
健
診
情
報
提
供
）

を
整
え
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、

既
に
生
活
習
慣
病
で
定
期
通
院
し

て
い
る
方
が
、
医
療
機
関
で
検
査

し
た
結
果
を
市
に
提
出
す
る
こ
と

に
よ
り
、
特
定
健
診
を
受
診
し
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。
対
象
者
に
は

８
月
上
旬
に
関
係
書
類
を
郵
送
し

ま
す
の
で
、
か
か
り
つ
け
の
医
療

機
関
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
集
団
健
診

　

今
年
度
の
後
期
の
集
団
健
診
の

予
定
は
、　

月　

日
か
ら　

日
の

１１

１６

２２

期
間
に
保
健
セ
ン
タ
ー
、
山
部
福

祉
セ
ン
タ
ー
、
東
山
支
所
で
実
施

し
ま
す
。

●
個
別
健
診

　

市
が
指
定
す
る
医
療
機
関
で
受

診
で
き
ま
す
。
な
お
、
あ
ら
か
じ

め
受
診
日
時
を
各
病
院
に
確
認
し

て
、
予
約
を
し
て
か
ら
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。
個
別
健
診
の
受
診
は

は
１
月　

日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

３１

●
費
用
　
無
料

年
に
一
度
は
特
定
健
診

年
に
一
度
は
特
定
健
診
をを

受
診
し
ま
し
ょ
う

受
診
し
ま
し
ょ
う
　

　
「
時
間
が
な
い
、
面
倒
だ
」「
自

分
の
身
体
は
な
ん
と
も
な
い
」
と

健
診
を
受
け
な
い
方
の
大
半
が
こ

う
し
た
理
由
を
口
に
し
ま
す
。
ま

た
、「
若
い
か
ら
大
丈
夫
」「
健
診

で
病
気
が
見
つ
か
る
の
が
怖
い
」

と
い
っ
た
現
実
逃
避
的
な
意
識
も

あ
る
よ
う
で
す
。　

　

し
か
し
、
誰
も
が
健
康
で
元
気

な
日
常
生
活
を
過
ご
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
生
活
習

慣
病
は
、
突
然
起
こ
っ
て
い
る
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
血
管
の
傷
み

は
数
十
年
か
け
て
悪
化
し
て
い
き

ま
す
。　

健
診
を
毎
年
受
け
る
こ

と
で
、「
異
常
と
な
っ
て
い
る
項
目

は
何
な
の
か
」「
生
活
習
慣
と
の
関

係
は
何
な
の
か
」、年
１
回
の
健
診

で
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
生

活
習
慣
病
の
予
防
や
改
善
に
役
立

て
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

健
診
に
対
す
る
問
合
せ

保
健
医
療
課

拶
３
９
‐
２
２
０
０

健康づくりはまず、健診から！

特定健診を受けましょう

（別表４）
 特定健診情報
 提供の流れ

　健診を５年ぐらい受けていなかったので、久しぶり

に受けることにしました。健診の結果、積極的支援と

判定され、特定保健指導の集団運動教室に参加するこ

とになりました。

　教室では、今年の２月から３カ月の期間で計１０回の

指導を受け、楽しく音楽に合わせて体操を行ったり、

腹式呼吸などの指導や栄養指導などがありました。体

型の変化もさることながら、意識の変化が大きかった

と感じます。今まで気にしたこともなかったカロリー

表示を見て買い物をし、午後７時の夕食以降は、お茶

程度は飲みますが、寝るまで基本的に食べ物を口にし

なくなりました。体重は５㎏、腹囲は１０㎝ 近く減り

ました。今後も無理なく継続できそうです。

中島 知代子さん
　　　　４８歳　東山

特定保健指導を受けて

健康への意識が変わりました
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連合会・町内会の話題をお知らせください。 地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域コココココココココココココココココココココミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィ３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２
　
地
域
活
動
レ
ポ
ー
ト
荏

　

５
年
前
、
お
父
さ
ん
同

士
の
結
束
と
学
校
で
は
経

験
で
き
な
い
こ
と
を
子
ど

も
た
ち
に
体
験
し
て
も
ら

お
う
と
、
東
小
学
校
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
が
中
心
と
な
っ
て
お

や
じ
の
会
（
三
善
忠
晴
会

長
）
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

会
員
は
現
在　

人
。「
牛
さ

２０

ん
と
遊
ぼ
う
会
」
や
「
夕

涼
み
会
」
な
ど
多
彩
な
イ

ベ
ン
ト
で
、
地
域
交
流
や

子
ど
も
た
ち
の
成
長
の
一

端
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

三
善
会
長
は
「
私
た
ち

の
周
り
に
は
、
自
然
な
ど

の
地
域
資
源
や
い
ろ
い
ろ

な
知
識
を
持
っ
た
人
な
ど
、
子
ど

も
た
ち
に
多
く
の
体
験
を
提
供
で

き
る
素
材
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し

た
資
源
を
活
用
し
、
取
り
組
み
を

進
め
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の

健
全
な
育
成
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
す
。

　

６
月
に
行
わ
れ
た
「
牛
さ
ん
と

遊
ぼ
う
会
」
で
は
、
南
大
沼
の
及

川
牧
場
で
、
搾
乳
や
仔
牛
へ
の
水

や
り
を
体
験
。
初
め
て
近
く
で
牛

を
見
た
子
ど
も
か
ら
は
「
す
ご
く

大
き
い
」「
目
が
や
さ
し
い
」
な
ど

の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。
搾

乳
体
験
で
は
、
一
人
ず
つ
乳
搾
り

に
挑
戦
し
、
乳
が
勢
い
よ
く
出
る

様
子
に
驚
い
た
表
情
を
見
せ
て
い

ま
し
た
。
２
度
目
に
挑
戦
す
る
子

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
にに

山
部
西
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

山
部
西
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィィ

セ
ン
タ
ー
で
消
防
訓

セ
ン
タ
ー
で
消
防
訓
練練

■
山
部
西
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
■

新たな体験を通し新たな体験を通してて
子どもたちの成長子どもたちの成長をを
支えてい支えていくく

　

７
月
９
日
、
山
部
西
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
消
防
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
山
部
西
地

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
運
営

委
員
会
（
倉
橋
昭
夫
委
員
長
）
の

主
催
で
、「
火
の
用
心
と
消
防
訓

練
」
を
テ
ー
マ
に
、 
通
報
や
避
難
、

消
火
器
の
使
用
方
法
な
ど
を
学
び

ま
し
た
。

　

訓
練
に
は
、
富
良
野
消
防
署
山

部
出
張
所
の
署
員
を
講
師
に
招
き
、

地
域
の
方
な
ど
約　

人
が
参
加
。

３０

西
出
明
史
指
導
係
長
か
ら
「
火
災

な
ど
の
災
害
は
突
然
や
っ
て
き
ま

す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に

ち
ょ
っ
と
し
た
知
識
や
日
ご
ろ
の

訓
練
、
災
害
に
対
す
る
心
構
え
を

持
つ
こ
と
が
被
害
を
最
小
限
に
食

い
止
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
」
と

話
が
あ
り
、
住
宅
用
火
災
報
知
器

の
設
置
や
防
炎
製
品
の
利
用
な
ど
、

家
庭
で
で
き
る
防
火
対
策
に
つ
い

て
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
出
火
原
因
の
第
１
位
が
「
放

火
」
で
あ
る
こ
と
を
聞
く
と
、
参

加
者
か
ら
驚
き
の
声
が
あ
が
っ
て

い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
者
が
実
際
に
消

火
器
を
使
っ
て
の
初
期
消
火
訓
練

を
行
い
、
安
全
ピ
ン
を
抜
い
て
か

ら
放
射
ま
で
の
手
順
を
確
認
し
ま

し
た
。「
１
１
９
番
」
通
報
訓
練
で

は
、
山
部
西
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
火
災
が
発
生
し
た
と

い
う
想
定
で
、
実
際
に
消
防
本
部

多くの子どもたちにとって初挑戦となる乳搾り体験

慣れない手つきながら真剣な表情で消火訓練を行う参加者

■東小学校おやじの会■
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人

　

新
光
町
の
片
隅
に
、
あ
え
て
目

立
た
な
い
よ
う
に
ひ
っ
そ
り
と
お

で
ん
屋
さ
ん
を
経
営
す
る
の
は
小

高
夕
子
さ
ん
。
古
い
小
さ
な
民
家

を
改
装
し
た
と
い
う　

人
ほ
ど
が

１０

く
つ
ろ
げ
る
程
度
の
、
あ
ま
り
広

く
は
な
い
空
間
で
、
毎
日
お
客
さ

ん
と
会
話
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

神
奈
川
県
横
浜
市
出
身
の
小
高

さ
ん
は
、
以
前
か
ら
リ
ゾ
ー
ト
系

の
仕
事
に
興
味
が
あ
り
、　

代
の

２０

前
半
に
夏
季
限
定
で
長
野
県
の
ペ

ン
シ
ョ
ン
に
勤
め
た
こ
と
が
、
今

思
え
ば
「
富
良
野
」
と
の
出
会
い

の
き
っ
か
け
だ
っ
た
と
思
い
返
し

ま
す
。
こ
こ
で
知
り
合
っ
た
友
人

が
、
翌
年
富
良
野
の
「
麓
郷
の
森
」

の
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
。
そ
の
友
人
の

紹
介
で
一
緒
に
働
く
こ
と
に
な
り
、

３
年
ほ
ど
「
夏
だ
け
北
海
道
」
の

生
活
を
送
り
ま
し
た
。

　

そ
の
こ
ろ
付
き
合
い
の

あ
っ
た
友
人
た
ち
は
、
手

に
職
を
持
っ
て
地
元
を
離

れ
北
海
道
で
一
生
懸
命
が

ん
ば
っ
て
い
て
、
そ
の
姿

を
見
て
い
る
う
ち
に
、
な

ん
と
な
く
「
自
分
に
も
何

か
で
き
る
か
も
」
と
思
い

始
め
ま
す
。
そ
ん
な
思
い

が
募
り
、
つ
い
に
小
高
さ

ん
は
地
元
か
ら
出
て
リ

ゾ
ー
ト
地
に
住
も
う
と
決

まわりに溶け込むような店舗と人柄

良野に 小高 夕子さん 
新光町

こ だ か

意
。
す
で
に
人
脈
が
で
き
て
い
た

美
瑛
に
転
入
し
、そ
の
後
、縁
あ
っ

て
富
良
野
へ
。
道
外
か
ら
の
転
入

者
の
仲
間
も
さ
ら
に
増
え
、
友
人

た
ち
か
ら
多
く
の
刺
激
を
受
け
な

が
ら
、
次
第
に
小
高
さ
ん
の
思
い

は
「
何
か
で
き
る
か
も
」
か
ら

「
何
が
で
き
る
だ
ろ
う
」へ
と
変
化

し
て
い
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
、
自
分

は
接
客
業
に
向
い
て
い
て
、
特
に

対
話
の
で
き
る
店
を
持
ち
た
い
と

考
え
た
小
高
さ
ん
は
、
ふ
と
、
祖

母
が
屋
台
の
お
で
ん
屋
を
経
営
し

て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
「
こ
れ

だ
」
と
思
い
立
ち
ま
す
。
そ
れ
か

ら
し
ば
ら
く
思
い
を
温
め
、
満
を

持
し
て
自
分
の
店
を
オ
ー
プ
ン
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
住
宅
街
に
小
さ
な
お
で
ん
屋

で
経
営
は
成
り
立
つ
の
か
」
の
質

問
に
、
笑
顔
で
「
何
と
か
な
り
ま

す
」
と
答
え
る
小
高
さ
ん
。
逆
に

心
配
し
て
き
て
く
れ
る
お
客
さ
ん

も
い
る
と
か
。
富
良
野
の
良
さ
を

「
富
良
野
は
都
会
過
ぎ
ず
田
舎
過

ぎ
ず
、
ち
ょ
う
ど
い
い
町
」
と
話

す
小
高
さ
ん
は
、「
お
店
に
か
か

り
っ
き
り
な
の
で
、
町
内
の
み
な

さ
ん
と
の
交
流
は
少
な
い
で
す
が
、

で
き
る
限
り
『
迷
惑
に
な
ら
な
い

よ
う
に
』
お
付
き
合
い
を
し
て
い

き
た
い
で
す
」
と
控
え
め
に
話
し

ま
す
。
店
舗
を
あ
え
て
目
立
た
な

い
外
観
に
し
て
い
る
の
も
、
そ
ん

な
配
慮
か
ら
だ
そ
う
で
す
。
同
じ

町
内
の
お
客
さ
ん
が
う
わ
さ
を
聞

き
つ
け
て
、
散
歩
が
て
ら
店
を
探

し
た
が
見
つ
か
ら
ず
、
３
日
目
に

や
っ
と
探
し
当
て
た
と
い
う
作
り

話
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
。

　
「
こ
の
お
店
を
、地
元
の
人
と
外

か
ら
入
っ
て
き
た
人
の
交
流
の
場

に
し
た
い
。
私
を
接
点
に
し
て
、

こ
の
店
で
多
く
の
刺
激
を
受
け
て

『
何
か
で
き
る
か
も
』と
思
っ
て
く

れ
た
ら
嬉
し
い
。
そ
れ
が
お
店
を

オ
ー
プ
ン
す
る
と
き
の
コ
ン
セ
プ

ト
だ
っ
た
か
ら
」
と
今
後
の
抱
負

を
語
っ
て
く
れ
た
小
高
さ
ん
。
趣

味
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
で
の
交
流
も
、

期
待
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

移る

富噂 ゆ う こ

常
連
の
お
客
さ
ん
と
会
話

を
楽
し
む
小
高
さ
ん

と
連
絡
を
取
り
合
う
な
ど
、
実
践

さ
な
が
ら
の
訓
練
に
参
加
者
は
真

剣
な
表
情
で
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
「
天
ぷ
ら
火
災
で
の
対
処
の

仕
方
」
や
「
知
ら
な
い
土
地
で
の

救
急
車
の
呼
び
方
」
な
ど
参
加
者

か
ら
多
く
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

倉
橋
委
員
長
は
「
悲
惨
な
火
災
を

を
実
施
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
西
出
係
長
は
「
今

回
の
訓
練
は
、
地
域
、
市
、
消
防

が
一
体
と
な
っ
て
行
わ
れ
た
も
の

で
す
。
他
の
施
設
で
の
防
災
訓
練

の
取
り
組
み
に
も
波
及
し
て
い
っ

て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。　

ど
も
も
い
て
、
牛
と
の
ふ
れ
あ
い

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
「
夕
涼
み
会
」は
７
月　

日
に
同

１１

校
内
で
開
か
れ
、
約
１
３
０
人
の

親
子
連
れ
が
参
加
し
ま
し
た
。
会

場
に
は
焼
き
そ
ば
や
焼
肉
、
か
き

氷
な
ど
の
屋
台
が
並
び
、
お
や
じ

の
会
の
メ
ン
バ
ー
が
額
に
汗
を
流

し
な
が
ら
、
参
加
者
に
食
べ
物
を

提
供
。
そ
れ
ぞ
れ
が
初
夏
の
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

三
善
会
長
は
「
い
ろ
い
ろ
な
構

想
は
持
っ
て
い
ま
す
が
、
い
っ
ぺ

ん
に
は
難
し
い
。
少
し
ず
つ
前
に

進
ん
で
い
き
た
い
」
と
今
後
の
抱

負
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

起
こ
さ
な
い
た
め
に
も
、
こ
れ
か

ら
も
定
期
的
な
訓
練
を
重
ね
て
い

き
た
い
。
地
域
で
の
防
火
意
識
が

さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
け
ば
」
と
期

待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　

消
防
法
で
は
、
地
域
会
館
な
ど

不
特
定
多
数
の
人
が
集
ま
る
建
築

物
は
、
年
2
回
以
上
の
消
防
訓
練
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市
民
参
加
手
続
の
ペ
ー
ジ

原案(全文)の公表場所
陰行政情報コーナー

（市役所１階市民ロ
ビー)隠山部・東山支所
窓口韻担当課窓口吋文
化会館ロビー右図書館
ロビー宇市ホームペー
ジ

意見を提出できる方
○市内に住んでいる方

○市内で働いている方

○市内で学んでいる方

○市内に事業所がある

　法人や団体

意見の提出方法
○封書・ファックス・メ

　ールなど書面（様式は

　自由)・録音テープで

　お寄せください。

○担当課窓口に直接提

　出（郵送可）、または

　公表場所の意見箱へ

　提出もできます。

○意見を提出するとき

　は、住所・氏名などを

　記入してください。　

　氏名などは公表しま

　せんが、記入がない場

　合には回答できない

　場合もあります。

《パブリックコメント手続》意見募集期間７月３０日(木)～８月１８日(火)

みなさんのご意見をお寄せください

原案を作成した理由

　市営住宅の入居などに関し「暴力団
員の排除」にかかる措置を新たに条例
で規定します。
　平成19年4月に東京都町田市の都営
住宅で暴力団員による立てこもり事
件がおきるなど、公営住宅における暴
力団員の不法・不当行為などのさまざ
まな問題が発生していることから、国
土交通省は警察庁と協議のうえ「公営
住宅における暴力団排除について」の
指針を示し、公営住宅から暴力団員排
除を推進することとしました。
　市においても全国的な状況を踏ま
え、市営住宅の入居者及び周辺住民の
安全と平穏の確保、公営住宅の信頼を
確保するため暴力団員の市営住宅へ
の入居を制限する「富良野市営住宅条
例」の改正を行うものです。

改正内容

条例の中に次の要件を追加しました。
虚入居者の資格

　本人または同居者が暴力団員であ
る場合は、入居できません。
許同居の承認

　同居しようとする者（入居者を含

市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正
（
素
案
）
に
つ
い
て

む）が暴力団員である場合は、承認し
ません。
距入居の継承

　住宅の承継者（同居者を含む）が暴
力団員である場合は、承認しません。
鋸明渡請求

　すでに入居している者が暴力団員
であることが判明した場合において、
特に必要があると認められたときは、
明渡請求を行います。
漁駐車場使用者の資格

　駐車場の使用者（同居者を含む）が
暴力団員である場合には、使用の決定
をしない。

今後のスケジュール

　９月　パブリックコメント手続結果公表
　９月　議会提案
　１０月　条例施行予定

意見提出先／問合せ

　都市建築課
　　〒０７６‐８５５５　富良野市弥生町１番１号
　　皐３９‐２３16　捌３９‐2332
　　電子メール
　　　kenchiku-ka@city.furano.hokkaido.jp

原案を作成した理由

　近年、緊急地震速報システムや土砂
災害警戒情報システムに見られるよ
うに、災害情報システムの向上により
迅速かつ的確な情報伝達体制の整備
が一段と進んでいる一方で、市がその
情報を地域住民にどのように周知す
るかが大きな課題となっています。こ
れらの課題の解決に向けて富良野市
地域防災計画（一般災害対策編・地震
災害対策編）の一部見直しを行うもの
です。

修正内容

虚防災関係機関及び防災組織に関し
ての追加や名称変更
許気象などの注意報、警報の収集及び
伝達方法
距指定河川の洪水予報及び水防警報
の内容と発表基準の新設

地
域
防
災
計
画
（
一
般
災
害
対
策
編
・
地
震
災
害
対
策
編
）

の

一
部
修
正
（
案
）
に
つ
い
て

鋸昨年の３月に土砂法にもとづく土
砂災害警戒区域指定に関する災害時
要援護者関連施設などの避難支援体
制の新設
漁水防法にもとづく災害時要援護者
関連施設の指定
禦火山現象に関する情報の収集及び
伝達
魚本年の３月に策定した「富良野市耐
震改修促進計画」に伴い、地震の想定
などに関して最も新しい知見の追加

今後のスケジュール
　９月　パブリックコメント手続結果公表

意見提出先／問合せ
　総務課
　　〒０７６‐８５５５　富良野市弥生町１番１号
　　皐３９‐２３00　捌２３‐2120
　　電子メール
　　　sohmu-ka@city.furano.hokkaido.jp
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テ
ー
マ
①

一
般
廃
棄
物
収
集
に
つ
い
て

　

警
告
シ
ー
ル
貼
付
ご
み
の
分
別

指
導
を
行
っ
た
結
果
、　

年
度
対

１９

比
で　

％
の
貼
付
数
の
減
と
な
り

４０

ま
し
た
。
今
後
も
地
域
で
の
ご
み

分
別
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
主
な
意
見
と
回
答

鰹問
ご
み
の
分
別
が
き
ち
ん
と
な
さ

れ
な
い
事
例
が
見
受
け
ら
れ
る
。

周
知
徹
底
を
お
願
い
し
た
い
。

鰹回
 

今
後
も
周
知
を
し
て
い
き
ま
す
。

鰹問
新
聞
紙
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
の

資
源
ご
み
は
市
が
お
金
を
出
し
て

処
理
し
て
い
る
の
か
。

鰹回
 

新
聞
紙
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
は
有
価

物
と
し
て
回
収
し
て
い
ま
す
。

鰹問
町
内
会
で
不
適
切
ご
み
の
詰
め

替
え
を
行
っ
て
い
る
。
ご
み
袋
は

市
で
用
意
し
て
も
ら
え
な
い
か
。

鰹回
 

必
要
な
枚
数
を
連
絡
い
た
だ
け

れ
ば
用
意
し
ま
す
。

鰹問
小
売
店
に
よ
っ
て
ご
み
袋
の
販

売
価
格
が
変
わ
る
の
は
な
ぜ
か
。

鰹回
 

市
で
は
規
格
な
ど
を
示
し
て
い

る
だ
け
で
、
価
格
は
製
造
元
と
小

売
店
で
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
警
告
シ
ー
ル
添
付
枚
数
の
公
表

に
対
し
て
の
意
見

・
基
準
戸
数
が
違
う
の
で
シ
ー
ル

の
実
績
数
は
％
表
示
に
し
て
は
。

・
数
字
を
出
す
こ
と
で
住
民
の
関

心
が
高
ま
る
。

・
デ
ー
タ
を
指
導
な
ど
に
う
ま
く

使
っ
て
い
る
町
内
会
も
あ
る
。

・
連
合
会
単
位
の
デ
ー
タ
で
は
範

囲
が
広
す
ぎ
て
、
市
民
の
意
識
づ

け
と
し
て
は
効
果
が
薄
い
可
能
性

が
あ
る
。
町
内
会
単
位
と
し
て
は
。

テ
ー
マ
②

特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導

取
り
組
み
に
つ
い
て

　

平
成　

年
度
の
受
診
率
が　

・

２０

３５

３
％
と
計
画
の　

％
を
超
え
ま
し

３０

た
。
健
診
結
果
か
ら
、
重
症
な
方

も
多
く
発
見
さ
れ
、
改
善
の
た
め

の
指
導
を
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
新
た
な
健
診
体
制
を
取
り
入
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て　

％
以
上
の
受

４０

診
率
を
め
ざ
し
ま
す
。

■
主
な
意
見
と
回
答

鰹問
受
診
者
を
多
く
す
る
一
つ
の
手

段
と
し
て
各
地
域
に
出
向
い
て
健

診
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

鰹回
 

健
診
は
委
託
し
て
い
ま
す
。
委

託
先
の
機
関
は
、
全
道
各
地
で
健

診
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
限
ら
れ

た
日
数
し
か
健
診
日
程
を
確
保
で

き
な
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。

鰹問
今
年
度
か
ら
実
施
す
る
医
療
機

関
の
デ
ー
タ
を
市
と
共
有
す
る
取

り
組
み
を
よ
り
進
め
る
べ
き
だ
。

鰹回
 

市
民
周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

テ
ー
マ
③

市
長
と
語
ろ
う
「
地
域
懇
談
会
」

の
あ
り
方
に
つ
い
て

　

昨
年
ま
で
の
共
通
の
テ
ー
マ
か

ら
、
地
域
に
根
ざ
し
た
の
多
く
の

意
見
を
い
た
だ
く
た
め
に
、
地
域

ご
と
に
テ
ー
マ
設
定
。
ま
た
、
開

催
時
期
や
時
間
を
見
直
し
、
会
場

も
一
部
統
合
し
て
行
い
ま
す
。

第
１
回
連
合
会
長
会
議

６
月　

日
、
第
１
回
連
合
会
長
会
議
を
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
、

２６

　

地
区
の
連
合
会
か
ら　

人
の
連
合
会
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

３２

２７

今
回
は
「
一
般
廃
棄
物
収
集
に
つ
い
て
」
な
ど
３
つ
の
テ
ー
マ
に
つ

い
て
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
  鰹問 
企
画
振
興
課
　
拶
３
９
‐
２
３
０
４

審議員の募集  ◆富良野市緑化審議会◆

委員の任務

　市長の諮問にかかる緑化の推進などに関
する重要事項を調査審議し、緑化の推進など
に関し必要と認める事項について市長に建
議する。

募集人員　２人

募集期間　８月２０日鰹木 まで

報　　酬　日額報酬５５００円、半日額報酬２７５０
円（税込み）、片道５キロ以上で交通費あり。

委員の任期　委嘱の日から４年間

申 込 み　ホームページまたは都市建築課、
山部支所、東山支所に備付けの申込書に必要
事項を記入のうえ、申し込みください。

鰹問 都市建築課 　拶３９‐２３１６

■
主
な
意
見
と
回
答

鰹問
地
域
懇
談
会
に
メ
リ
ッ
ト
が
な

い
と
い
う
意
見
が
あ
る
。
も
っ
と

身
近
な
懇
談
会
に
し
て
ほ
し
い
。

鰹回
 

今
年
か
ら
懇
談
会
の
あ
り
方
を

変
え
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
地
域
か
ら
の
質
問
・
提

案
な
ど

鰹問
布
礼
別
保
育
所
の
跡
地
利
用
は
。

鰹回
 

ま
ず
は
地
域
で
検
討
し
て
欲
し

い
。

鰹問
地
域
会
館
の
運
営
が
厳
し
い
。

抜
本
的
な
見
直
し
が
必
要
。

鰹回
 

運
営
協
議
会
と
協
議
し
、
次
回

の
連
合
会
長
会
議
で
一
定
の
方
向

性
を
示
し
て
い
き
た
い
。

鰹問
富
良
野
高
校
の
魅
力
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
と
い
う
声
が
あ
る
。

鰹回
 

関
係
団
体
と
、「
富
良
野
地
区
の

高
校
教
育
を
考
え
る
」
提
言
書
を

道
教
委
に
提
出
し
、
魅
力
あ
る
高

校
づ
く
り
を
訴
え
て
い
ま
す
。

６月２６日行われた連合会長会議



10こうほう ２００９.８

市政
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「
児
童
扶
養
手
当
現
況
届
」の

提
出
を

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
方
（
支

給
停
止
者
も
含
む
）
は
、
児
童
扶
養
手
当

現
況
届
を
こ
ど
も
未
来
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

提
出
期
間　

８
月　

日
鰹月
 

〜
８
月　

日
鰹金
 

１０

１４

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時　

分
３０

提
出
書
類　

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
、
児

童
扶
養
手
当
証
書
（
本
年
１
月
２
日
以
降

に
富
良
野
市
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、
前
住

地
の
所
得
証
明
書
）　

※
印
鑑
持
参

鰹問 
こ
ど
も
未
来
課　

拶
３
９
‐
２
２
２
３

母
子
家
庭
高
等
職
業
訓
練
促

進
給
付
金
に
つ
い
て

　

就
職
と
安
定
し
た
収
入
に
つ
な
が
る
資

格
を
取
得
す
る
、
母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん

の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
給
付

金
で
す
。

対
象
者

虚
富
良
野
市
に
住
む
母
子
家
庭
の
母

許
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
、
ま

　

た
は
同
程
度
の
所
得
水
準

距
過
去
に
こ
の
給
付
金
を
受
け
た
こ
と
が

　

な
い
方

鋸
仕
事
ま
た
は
育
児
と
修
学
と
の
両
立
が

　

難
し
い
方

漁
２
年
以
上
修
学
し
資
格
の
取
得
見
込
み

　

が
あ
る
方

対
象
講
座

虚
看
護
師
（
准
看
護
師
含
む
）

許
介
護
福
祉
士　

距
保
育
士

鋸
理
学
療
法
士　

漁
作
業
療
法
士

※
そ
の
他
、
市
長
が
特
に
認
め
る
も
の

支
給
額
（
訓
練
促
進
給
付
金
）

虚
非
課
税
世
帯　

月
額
１
０
３
０
０
０
円

許
課
税
世
帯　
　

月
額　

７
０
５
０
０
円

※
平
成　

年
３
月　

日
ま
で
修
業
を
開
始

２４

３１

　

し
た
需
給
希
望
者
に
限
り
、
修
業
す
る

　

全
期
間
支
給
し
ま
す
。

修
了
支
援
給
付
金

虚
非
課
税
世
帯　
　
　
　

５
０
０
０
０
円

許
課
税
世
帯　
　
　
　
　

２
５
０
０
０
円

※
修
学
が
終
わ
っ
た
後
１
回
の
み
支
給

鰹問 
こ
ど
も
未
来
課　

拶
３
９
‐
２
２
２
３

母
子
家
庭
自
立
支
援
教
育
訓

練
給
付
金
に
つ
い
て

　

就
職
と
安
定
し
た
収
入
、
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
に
つ
な
が
る
講
座
を
受
講
す
る
母
子
家

庭
の
お
母
さ
ん
へ
受
講
費
用
の　

％
を
助

２０

成
す
る
も
の
で
す
（
上
限
、
下
限
あ
り
）。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

鰹問 
こ
ど
も
未
来
課　

拶
３
９
‐
２
２
２
３

図
書
館
ビ
デ
オ
な
ど
の
貸
出

期
間
に
つ
い
て

　
現
在
、
２
泊
３
日
の
貸
出
期
間
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
期
間
で
す
と
あ
わ
た

だ
し
く
見
て
返
却
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
６
泊
７
日
ほ
ど
に
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
（
南
麻
町
　
男
性
）

「
図
書
館
」
が
お
答
え
し
ま
す

　
図
書
館
で
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
と
し

て
貸
し
出
し
て
い
る
ビ
デ
オ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、

著
作
権
処
理
済
で
購
入
価
格
が
高
価
な
た

め
、
毎
年
約
　
本
を
富
良
野
沿
線
５
市
町

７０

村
で
構
成
す
る
協
議
会
で
購
入
し
、
５
グ

ル
ー
プ
に
分
け
て
２
カ
月
ご
と
に
各
市
町

村
を
巡
回
し
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　
で
き
る
だ
け
多
く
の
方
に
鑑
賞
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
ま
た
上
映
時
間
の
多
く
は

１
時
間
以
内
、
長
く
て
も
２
時
間
程
度
と
、

本
１
冊
の
読
書
に
要
す
る
時
間
と
比
較
し

て
も
か
な
り
短
く
て
す
む
こ
と
か
ら
、
２

泊
３
日
を
基
本
に
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
引
き
続
き
利
用
さ
れ
た
い
場
合

は
、
期
限
内
に
図
書
館
受
付
で
申
し
出
い

た
だ
け
れ
ば
、
他
の
予
約
が
な
い
限
り
再

度
利
用
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
民

声
の

市長と
  語ろう

地域懇談会を開催します
８月は、朝日・栄・末広・南の各会館

８月の地域懇談会は次の４会場
で開催します。今年は地域の話題
や課題などについて懇談するた
めに、地域ごとのテーマを設定し
ていきます。市民のみなさんの参
加をお願いします。

８月１２日鰹水 　朝日会館
　　　　　　　　（朝日町、本町、日の出町）

　　１８日鰹火 　栄町コミュニティセンター
　　　　　　　　（栄町、若葉町、幸町）

　　２１日鰹金 　末広コミュニティセンター
　　　　　　　　（末広町、弥生町、若松町）

　　３１日鰹月 　南コミュニティセンター
　　　　　　　　（緑町、扇町、南町）

　※４会場とも 午後７時から開催します。

問合せ/企画振興課　拶３９‐２３０４
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内　科

高橋 尚志 さん
札幌医科大学出身

小児科

岡嶋 一樹 さん
名古屋市立大学出身

整形外科

結城 一声 さん
旭川医科大学出身

整形外科

長嶋 俊介 さん
埼玉医科大学出身

眼　科

山本 哲平 さん
北海道大学出身

眼　科

福原 淳一 さん
北海道大学出身

皮膚科

佐藤 克彦 さん
旭川医科大学出身

泌尿器科

沼田 　篤 さん
旭川医科大学出身

研修医

小川 晋平 さん
熊本大学出身

富良野地域の医療を担う

協会病院の新しい先生です
　

住
吉
町
１
‐　
３０

　

富
良
野
協
会
病
院

　
　
拶
２
３
‐
２
１
８
１

受
章
お
め
で
と

受
章
お
め
で
と
うう

ご
ざ
い
ま

　
　
　
ご
ざ
い
ま
すす高齢者叙勲「旭日双光章」を受章した

佐藤康夫さん

　

元
富
良
野
市
議
会
議
員
の
佐
藤
康
夫
さ
ん
が
、
高
齢
者
叙
勲

「
旭
日
双
光
章
」
を
受
章
し
、
６
月　

日
に
上
川
支
庁
副
支
庁
長

２６

か
ら
勲
章
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
藤
さ
ん
は
、
昭
和　

年
か
ら
富
良
野
町
職
員
と
し
て
、
合
併

１７

後
は
富
良
野
市
職
員
と
し
て
昭
和　

年
ま
で
勤
務
さ
れ
、そ
の
後
、

４９

富
良
野
市
助
役
を
経
て
、
昭
和　

年
か
ら
富
良
野
市
議
会
議
員
と

５８

し
て
４
期　

年
の
任
務
を
全
う
さ
れ
ま
し
た
。

１６

　

富
良
野
市
議
会
に
お
い
て
、
総
務
民
生
常
任
委
員
会
委
員
長
、

文
教
常
任
委
員
会
委
員
長
な
ど
を
歴
任
し
、
常
に
高
邁
（
こ
う
ま

い
）
な
政
治
理
念
を
持
ち
、
公
平
篤
実
な
人
格
と
鋭
敏
な
時
代
感

覚
、
旺
盛
な
実
践
力
を
も
っ
て
、
地
方
議
会
の
発
展
向
上
に
努
力

を
惜
し
ま
ず
、
地
方
自
治
の
確
立
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
た
こ
と
が

認
め
ら
れ
、
こ
の
た
び
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。
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「少年の主張」上川支庁地区大会で最優秀賞

まべふれあいまつりが７月１２日、
山部駅前の山部中央公園で行わ

れました。会場わきの道路には露店がな
らび、もちまき、もちつき体験、抽選会、
カラオケなどで会場はにぎわいました。
日ざしが強く、子ども会会員の児童生徒
がお手伝いをするテントではかき氷が
人気を集め、特設プールでの魚つかみで
は、子どもたちが気持ちよさそうに歓声
を上げていました。

多彩な催しで大盛況！やまべふれあいまつり

年の主張上川支庁地区大会が７
月１７日に行われ、各市町村から２１

人の生徒が出場するなか、富良野東中学
校３年の小酒井彩香さんが最優秀賞に
選ばれました。富良野市の代表が最優秀
賞に選ばれたのは１２年ぶり。２年前に訪
れた原爆資料館での体験から、平和への
願いについての主張でした。小酒井さん
は９月４日に札幌市で開かれる全道大
会に出場します。

少

や

　

近
年
、
富
良
野
地
域
で
も
課
題

と
な
っ
て
い
る
お
年
寄
り
の
引
き

こ
も
り
や
孤
独
死
。
こ
う
し
た
課

題
を
解
決
す
る
た
め
、
富
良
野
市

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
（
橘

勝
治
会
長
）
で
は
北
海
道
民
生
委

員
児
童
委
員
連
盟
の
支
援
を
受
け
、

「
地
域
支
援
調
査（
住
民
助
け
合
い

マ
ッ
プ
調
査
）
事
業
」
を
実
施
。

お
年
寄
り
の
情
報
を
地
域
で
共
有

し
、
マ
ッ
プ
（
地
図
）
化
す
る
こ

と
で
、
一
人
の
要
援
護
者
も
見
逃

さ
な
い
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
今

後
２
年
間
で
６
回
の
講
義
や
演
習

を
行
い
ま
す
。

　

６
月
に
行
わ
れ
た
１
回
目
の
研

修
で
は
、
住
民
流
福
祉
総
合
研
究

所
所
長
木
原
孝
久
さ
ん
を
講
師
に

「
支
え
合
い
ま
っ
ぷ
づ
く
り
入
門
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
、
マ
ッ
プ
作
り

の
狙
い
や
具
体
的
な
作
り
方
な
ど

を
学
び
ま
し
た
。
木
原
さ
ん
か
ら

は
「
マ
ッ
プ
化
に
よ
っ
て
地
域
の

関
係
を
知
り
、
住
民
の
助
け
合
い

の
実
態
を
掘
り
起
こ
す
こ
と
が
容

易
に
な
り
ま
す
。
行
政
関
係
者
や

民
生
委
員
だ
け
で
な
く
、
地
域
の

『
世
話
や
き
』の
方
を
引
き
込
ん
で
、

そ
の
人
た
ち
の
知
恵
を
生
か
す
こ

と
が
重
要
な
こ
と
で
す
」
と
話
が

あ
り
ま
し
た
。

　

演
習
で
は
、
４
〜
５
人
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
実
際
に
課
題

「
住
民
助
け
合
い
マ
ッ
プ
」
の
作
成
に
向
け

「
住
民
助
け
合
い
マ
ッ
プ
」
の
作
成
に
向
け
てて

民
生
児
童
委
員
協
議
会
が
今
後
２
年
間
で
６
回
の
研
修

用
の
マ
ッ
プ
作
り
に
挑
戦
。
約
１

０
０
世
帯
の
地
図
に
独
居
世
帯
や

引
き
こ
も
り
の
方
、
住
民
の
た
ま

り
場
に
印
を
つ
け
、
交
流
の
あ
る

世
帯
同
士
を
線
で
結
ぶ
作
業
を
行

い
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
見
え
て
く

る
「
ど
の
住
民
が
ど
ん
な
課
題
を

持
っ
て
、
誰
の
助
け
や
関
わ
り
が

必
要
な
の
か
」
と
い
う
こ
と
を
グ

ル
ー
プ
で
議
論
し
ま
し
た
。
慣
れ

な
い
作
業
に
参
加
者
は
頭
を
悩
ま

せ
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

橘
会
長
は
「
協
議
会
の
全
国
的

な
運
動
と
し
て
『
災
害
時
一
人
も

見
逃
さ
な
い
運
動
』
を
進
め
て
い

ま
す
。
地
域
で
困
っ
て
い
る
方
を

救
う
た
め
に
も
、
他
の
関
係
団
体

と
連
携
し
、
一
つ
の
地
域
福
祉
の

形
を
作
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。
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占冠村
道の駅「自然体感しむかっぷ」

　道の駅「自然体感しむかっぷ」
では、自然や動物のパネルのほか
レストランやお土産店が並んでい
ます。また、外には占冠村の農家
さんが新鮮野菜の直売所を設けま
す。道の駅横のポケットパークに
は大きな寒暖計を設置していて、
毎年の占冠村の最低気温を表示し
ています。記念写真を撮るには絶
好です。

鰹問 占冠村観光協会 拶３９‐８０１０

中富良野町

町の地酒　純米酒「法螺吹
（ほらふき）」を堪能ください

　十勝岳連峰の麓で丹誠込めて育
てた、中富良野産クリーン米「ゆ
きひかり」から生まれた純米酒で
す。地酒として親しまれ「芳醇な
香り」と「すっきりとした味」が
好評です。
※町内および沿線で販売しています。

鰹問 なかふらの酒造振興会 拶４４‐２２１３

南富良野町

道の駅「南ふらの」でひと休み

　国道３８号線沿いにカヌーの舳先
をイメージした外観の南ふらの物
産センター。館内には、地元産の
食材を使用したメニューを味わう
ことができるレストランや、町の
特産品、お土産品などもあります。
また、幻の淡水魚イトウを始めア
メマス、ニジマスなどが水槽の中
に見ることができます。
　快適なドライブの休憩に、ぜひ
お立ち寄りください。

鰹問 南富良野町振興公社 拶５２‐２１００

上富良野町
おいしい豚肉を食べてみませんか？
かみふらの発！ポークDEグルメ

　町内で生産された良品質な豚肉
を活かし、まちづくり委員会でご
当地グルメづくりに取り組んでい
ます。このたび、かみふらのポー
クが食べられるお店を掲載した
「うまいものMAP」を作成しまし
たので、ぜひ一度ご賞味ください。

鰹問 上富良野町商工会 拶４５‐２１９１

まちのできごと
ZOOMUP
FURANO

「ネット被害から子どもたちを守る」家庭教育講演会

会を明るくする運動の啓発パー
クゴルフ大会が７月２０日、山部太

陽の里パークゴルフ場で行われ、６７人が
参加して自慢の腕を競い合いました。大
会は１８ホールで行われ、前日の雨の影響
で芝が重くなるなど、選手たちは苦労し
ながらも好プレーを連発していました。
男子の部の優勝は佐々木清さんでスコ
アは４７。女子の部の優勝は伊藤ナミ子さ
んでスコアは５２でした。

熱戦、社明運動啓発パークゴルフ大会

押し絵「浴衣美人」

水彩・油彩・水墨画・書道
と多才な及川さんお気に
入りの押し絵の作品。数え
切れないほどの作品のな
かで、この作品は、女性の
色っぽさ、粋な浴衣姿を表
現できました。顔などは既
製品を使う人が多いなか、
すべてが手作りの自信作
です。

及川 洋子さん

少年の携帯電話などの利用に関
して、ネット被害から子どもたち

を守る啓発講演を全国で行っている磯
野爽さんによる講演会が、７月１７日に開
催されました。子どもたちを被害者にし
ないためには、大人が「わからない」
「忙しい」と逃げず、しっかりとインター
ネット社会の現状について学び、家庭で
のルール作りをすることが重要である
ことを、６０人の参加者に呼びかけました。

青

社

「わたしの美術館」では、

みなさんの作品（絵・手芸・

工作など）を募集していま

す。自薦・他薦は問いませ

んので、たくさんのご応募

をお待ちしています。

応募、問い合わせは･･･

　企画振興課　拶３９‐２３０４
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Ｑ

Ａ

 譲
り
ま
す
 

捌
電
気
治
療
器
捌
ミ
ニ
コ
ン
ポ
捌
食
器
棚

捌
テ
レ
ビ
台
捌
こ
た
つ
捌
ワ
ー
プ
ロ
（
プ

リ
ン
タ
ー
付
）
捌
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
捌
自
転

車
（　

・　

イ
ン
チ
）

１４

２０

 譲
っ
て
く
だ
さ
い
 

捌
ヤ
マ
ハ
電
子
ピ
ア
ノ
捌
電
子
キ
ー
ボ
ー

ド
捌
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
捌
ピ
ッ
コ
ロ
捌
携
帯

電
話
器
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
フ
ォ
ー
マ
）
捌

ワ
ー
プ
ロ
（
オ
ア
シ
ス
）
捌
ホ
ッ
ト
カ
ー

ラ
ー
捌
テ
レ
ビ
捌
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
コ
ン
ロ
捌
婦

人
用
自
転
車

消費者相談 Ｑ＆Ａ

ダ
イ
ヤ
ル
交
換
市

◆
登
録
は
随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。

◆
登
録
期
間
は
６
カ
月
で
す
。

消費生活センターと山部支所、東山支所に「衣類回収ボックス」が設置されています。
不要になった衣類（綿５０％以上のもの）の回収にご協力ください。

クレジットカードの利用について！（２０代 男性）

消費者相談・ダイヤル交換市は
架富良野市消費生活センター
　若松町１７番１号　拶３９‐１１６６
 　月～金  午前１０時～午後４時
※クーリング・オフ葉書は富良野郵便局、
　若葉郵便局、各支所にも置いてあります。

　　　学校を卒業し社会人としてスタートするためク

　　　レジットカードを持つことにしました。カード

を利用する上で気をつけることがあったら教えてくだ

さい。

　　　クレジットカードを利用することは後払いの借
　　　金をすることです。カード利用時は手元に現金
がなくても買物ができるため余分な買物をしがちです。
利用して１～２カ月後に送られてくる明細書の金額の
多さに驚くことのないよう、収入の範囲内で計画的に
利用することを心がけてください。また、ＡＴＭ引出
明細書、売上伝票の写しなどは処分せずに整理、保管
しましょう。後日送られてくる利用明細書と内容を
チェックし、覚えのない買物などがあればカード会社
に確認をとりましょう。もしカードが盗難やスキミン
グされたと気づいたときは、すぐにカード会社と警察
へ届け出ましょう。届け出日の前後一定期間の不正使
用は補償の対象になっているので、名義人のあなたが
支払い義務を負うことはありません。では、親しい友
人にカードを貸して欲しいと頼まれたらどうします
か？答えはＮＯです。この場合、友人がカードを不正
利用しても名義人のあなたが料金の支払い義務を負う
ことになるからです。カードは使用するあなたがしっ
かり管理し、正しく利用しましょう。詳しくは消費生
活センターへおたずねください。

分別に迷ったら、市民環境課(緯３９‐２３０８)へ

ごみＱ＆Ａ寄付  ありがとうございます

富良野市へ

高見　栄子さん　　  　 金　１０万円
現在、カップめんの容器は、「プラ」マーク表示のものと「紙」
マーク表示のものの2種類が作られています。「プラ」マーク
表示の容器はプラスチック類ですが 「紙」マーク表示の容器
は固形燃料ごみになります。分別する際は、マーク表示に注
意してください。

カップめんの容器をプラスチック類で出したら警告シールに
「カップめんの容器が紙」と書かれ、収集されませんでした。
カップめんの容器はプラスチック類ではないのですか？

Ｑ

Ａ靴は、固形燃料ごみ（黄色袋）になります。スキー靴も同様
に固形燃料ごみになりますが可能な範囲で金具などは外して
ください。スケート靴は金属部分が多いため金属類です。

靴は、何ごみで出せばよいのですか？

「プラ」マーク→ 「紙」マーク→

Ｑ

A
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お子さんの写真を募集しています！

応募は、①住所②氏名③電話番号④お子さんの名前（ふりがな）と年齢⑤簡単なコメントを添えて、持参・郵送・
メールのいずれかの方法で「広報ふらの」までお寄せください。（メールアドレス　kikaku-ka@city.furano.hokkaido.jp） 

富良野医師会　理事　林　浩　先生 ●咽頭異物について

　

の
ど
に
食
べ
物
と
は
違
う
も
の

が
引
っ
か
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
、

咽
頭
（
い
ん
と
う
）
異
物
と
い
い

ま
す
。
魚
の
骨
が
一
番
多
い
の
で

す
が
、
そ
の
他
に
も
気
を
つ
け
な

け
れ
ば
い
け
な
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
咽
頭
異
物
の
注
意
点
な
ど
に

つ
い
て
お
話
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

ご
飯
を
丸
呑
み
す
る
と
い
い
？

　

一
番
多
い
の
は
、
や
は
り
魚
の

骨
で
す
。
さ
ん
ま
・
い
わ
し
・
う

な
ぎ
・
さ
ば
な
ど
、
身
と
小
骨
を

一
緒
に
飲
み
込
み
や
す
い
魚
類
が

多
い
よ
う
で
す
し
、
魚
の
フ
ラ
イ

で
骨
が
入
っ
て
い
る
と
き
も
お
こ

り
や
す
い
よ
う
で
す
。
魚
骨
を
飲

み
込
ま
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、

当
然
骨
を
丁
寧
に
と
っ
て
食
べ
れ

ば
よ
い
の
で
す
が
・
・
・
。
刺
さ
っ

て
し
ま
っ
た
と
き
に
は
ど
う
し
て

い
ま
す
か
？
「
ご
飯
を
丸
呑
み
す

る
と
い
い
」
と
昔
か
ら
い
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
耳
鼻
咽
喉
科
の
医
者

は「
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
」

と
い
い
ま
す
。
か
え
っ
て
刺
さ
り

こ
ん
で
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
か

ら
・
・
・
で
も
（
私
も
含
め
て
）

や
っ
て
し
ま
い
ま
す
よ
ね
。
１
、

２
回
や
っ
て
も
だ
め
だ
っ
た
ら
耳

鼻
科
を
受
診
し
た
ほ
う
が
よ
い
と

思
い
ま
す
。
食
べ
た
直
後
に
の
ど

が
痛
く
な
っ
た
ら
、
ま
ず
ど
こ
が

　
　
　
　
　

痛
く
な
っ
た
か
冷
静

　
　
　
　
　

に
確
認
し
て
く
だ
さ

　
　
　
　
　

い
。
の
ど
の
左
右
ど

　
　
　
　
　

ち
ら
か
に
痛
み
が
か

　
　
　
　
　

た
よ
っ
て
い
る
よ
う

　
　
　
　
　

な
ら
、
扁
桃
（
腺
）

「かわいい笑顔です。
　　　今後よろしくお願いします」

山田滉大山田 滉大 さんさん (２カ月）(２カ月）末広町末広町　
こうた

に
刺
さ
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
真
中
に
痛
み
が
強

け
れ
ば
、
舌
根
部
・
食
道
の
入
り

口
に
あ
り
そ
う
だ
と
予
想
が
で
き
、

診
察
の
際
の
参
考
に
な
り
ま
す
。

慎
重
に
診
察
を
し
て
異
物
を
摘
出

す
る
の
で
す
が
、
痛
み
が
あ
る
か

ら
骨
が
残
っ
て
い
る
と
は
限
り
ま

せ
ん
。
異
物
が
の
ど
に
傷
だ
け
つ

け
て
、
胃
の
中
に
入
っ
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
る
か
ら
で
す
。

餅
や
内
服
薬
に
も
注
意
を
！

　

そ
の
他
の
注
意
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
異
物
と
し
て
、
餅
が
あ
り

ま
す
。
柔
ら
か
い
餅
が
の
ど
に

引
っ
か
か
る
の
で
す
。
特
に
お
年

寄
り
で
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
う
と
窒
息
の
危
険
性
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
義
歯
が
餅
に
く
っ
つ
い

て
一
緒
に
飲
み
込
ま
れ
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。
お
い
し

い
お
餅
で
す
が
、
十
分
注
意
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、薬
剤
の
Ｐ
Ｔ
Ｐ
包
装（
錠

剤
の
入
っ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
包

装
）
を
内
の
薬
を
取
り
出
さ
ず
に

そ
の
ま
ま
服
用
し
て
し
ま
う
ケ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
。
も
っ
と
奥
ま
で

行
っ
て
食
道
異
物
に
な
る
こ
と
も

あ
る
の
で
す
が
、
角
が
鋭
利
な
た

め
摘
出
の
と
き
に
粘
膜
に
ひ
ど
い

傷
が
つ
い
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ

り
ま
す
。

　

咽
頭
異
物
は
、
場
合
に
よ
っ
て

は
重
篤
な
感
染
症
を
起
こ
し
た
り
、

摘
出
に
困
難
を
極
め
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

「春の遠足でチーズ工房へ。
　アイスクリームいただきま～す♪」

藤木乃逢　藤木 乃逢 さんさん (３歳）(３歳）中富良野町中富良野町
の　あ

　黒黒須須雪綺 雪綺 さんさん (１歳）末広(１歳）末広町町　
ゆ　き

左から
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く
ら
し

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信

の
準
備
は
お
済
で
す
か
？

　

今
ま
で
の
テ
レ
ビ
放
送
（
ア
ナ

ロ
グ
放
送
）
は
２
０
１
１
年
７
月

　

日
ま
で
に
終
了
し
、
デ
ジ
タ
ル

２４放
送
に
移
行
し
ま
す
。
そ
れ
以
降

は
、
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
を
お
使
い

の
方
は
、
そ
の
ま
ま
で
は
テ
レ
ビ

放
送
（
デ
ジ
タ
ル
放
送
）
を
見
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
放
送
を
見
る
た
め
に

は
、
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
テ
レ
ビ

ま
た
は
チ
ュ
ー
ナ
ー
（
受
信
機
）

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

悪
質
商
法
に
ご
注
意
を
！

　

テ
レ
ビ
の
調
査
会
社
や
ア
ン
テ

ナ
工
事
業
者
な
ど
を
装
い
、
受
信

費
用
の
不
正
請
求
を
し
た
り
、
工

事
の
勧
誘
を
す
る
な
ど
の
悪
質
商

法
に
注
意
く
だ
さ
い
。

鰹問 
総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

拶
０
５
７
０
‐
０
７
‐
０
１
０
１

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

融
雪
施
設
設
置
の
資
金
を

補
助
し
ま
す

対
象
と
な
る
融
雪
施
設

　

ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
融
雪

槽
（
地
下
水
利
用
式
も
可
）、
融
雪

機
（
移
動
式
、
地
下
水
利
用
式
も

可
）

補
助
額　

設
置
費
用
の
５
分
の
１

（
限
度
額　

万
円
で
千
円
未
満
切
捨
て
）

１０

平
成　

年
度
予
算

２１

　
　
　
　

１
０
０
万
円（
先
着
順
）

受　

付　
　

月　

日
鰹月
 

ま
で

１１

３０

鰹問 
都
市
施
設
課拶

３
９
‐
２
３
１
３

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

お
盆
期
の
交
通
事
故
防
止

孫
の
手
に

　
　

正
し
い
横
断　

二
つ
の
笑
顔

　

例
年
８
月
は
、
お
盆
の
帰
省
な

ど
家
族
で
の
運
転
の
機
会
が
増
え
、

そ
の
解
放
感
か
ら
ス
ピ
ー
ド
を
出

し
す
ぎ
た
り
、
長
距
離
運
転
の
疲

労
が
原
因
と
な
る
重
大
事
故
が
多

発
し
て
い
ま
す
。

運
転
時
の
注
意
事
項

●
無
理
の
な
い
ド
ラ
イ
ブ
プ
ラ
ン

●
ス
ピ
ー
ド
を
抑
え
た
安
全
運
転

●
疲
れ
を
感
じ
た
ら
休
憩
を
取
っ

　

て
気
分
転
換

●
脇
見
運
転
を
し
な
い

●
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用

「決定権を誤解する子
理由をいえない子」
　　湯汲　英史・小倉　尚子

発達障がいがある子の問題行
動には、「決定権を誤解する」
「理由を言えない」「社会的感情
の未発達」という原因がある
ことが少なくない。それらの
原因を生み出すメカニズムや、
問題を抱える子への指導や対
応のポイントを解説する。

鰹問 図書館　拶２２‐３００５

毎週月曜日、２５日鰹火 ～２８日鰹金 ８月の休館日　

２階展示ホール　

　８月６日鰹木 ～１５日鰹土 　人間と原爆展
２階多目的ホール　

　８月８日鰹土 午前１０時３０分　おはなし会
１階おはなしコーナー　
　８月１９日鰹水 午後３時　どんぐりおはなし会
　（夏休み期間中はおやすみです）
３階ＡＶシアター　
　８月４日鰹火 ～９日鰹日 　夏休みこども映画会

開館時間　火～金曜日　午前１０時～午後６時
　　　　　土・日曜日　午前９時～午後６時
※７月４日鰹土 ～８月３０日鰹日 の土日は、利用状況調査のた
　め１時間延長し、午後６時までとなります。

●児童書（新着）
スキヤマ　カナヨほんちゃん
イ　ミエ八〇万本の木を植えた話

●一般書（新着）
久木　綾子見残しの塔
益川　敏英科学にときめく

●
前
照
灯
の
点
灯（
デ
イ
ラ
イ
ト
）

鰹問 
富
良
野
警
察
署

拶
２
２
‐
０
１
１
０

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

交
通
事
故
の
援
護
制
度

　

交
通
事
故
被
害
世
帯
の
み
な
さ

ん
に
次
の
よ
う
な
援
護
制
度
が
あ

り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

交
通
遺
児
等
育
成
資
金
貸
付
（
無

利
子
）

　

自
動
車
事
故
に
よ
り
保
護
者
の

方
が
亡
く
な
ら
れ
た
り
、
重
い
後

遺
障
害
を
残
す
こ
と
と
な
っ
た
家

族
の
お
子
様
で
０
歳
〜
中
学
卒
業

ま
で
が
対
象
で
す
。

重
度
後
遺
障
害
者
介
護
料
支
給

　

自
動
車
事
故
に
よ
り
、
脳
、
脊

髄
、
胸
腹
部
臓
器
に
損
傷
を
受
け
、

常
時
ま
た
は
随
時
の
介
護
を
必
要

図書館だより図書館だより

今月の注目の今月の注目の本本

「
広
報
ふ
ら
の
」　
　
　
　
　
　
　

有
料
広
告
募
集
の
お
知
ら
せ

規　

格

　

１
種
広
告　

縦
6
・
3
唖
×
横
9
・
0
唖

　

２
種
広
告　

縦
6
・
3
唖
×
横　

・
0
唖

18

募
集
枠
数　

８
枠
（
１
種
広
告
換
算
）
２
種
広

告
を
申
し
込
ま
れ
る
場
合
は
２
枠
使
用
し
ま
す
。

掲
載
位
置　

暮
ら
し
の
情
報
全
４
ペ
ー
ジ
の
一

部
（
掲
載
広
告
参
照
）

掲
載
期
間　

広
報　

月
号
〜
広
報
４
月
号

１１

掲
載
料

　

１
種
広
告　

６
カ
月　

1
0
8
0
0
0
円

　

２
種
広
告　

６
カ
月　

2
1
6
0
0
0
円

申
込
み　

平
成　

年
８
月　

日
鰹金
 

ま
で
に
、
申

２１

２８

込
書
、
広
告
案
（
申
込
者
が
作
成
）、
市
税
等
納

税
証
明
書
、
登
記
簿
謄
本
写
し
な
ど
所
定
の
書

類
を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

選
定
方
法　

枠
数
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と
し

ま
す
。

優
先
順
位

　

虚
公
共
性
の
高
い
内
容
の
広
告 

　

許
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
も
の
の
広
告

　

距
そ
の
他
広
告
と
し
て
掲
載
す
る
こ
と
が
適

　
　

当
で
あ
る
と
部
長
が
認
め
た
広
告 

　

鋸
２
種
広
告
の
申
込
み
を
１
種
広
告
に
優
先

※
詳
し
く
は
、
企
画
振
興
課
ま
で
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
富
良
野
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。

架
企
画
振
興
課　

拶
３
９
‐
２
３
０
４

戦
没
者
追
悼
法
要
の
ご
案
内

と　

き　

８
月　

日
鰹木
 
　

午
前　

時

２０

１０

と
こ
ろ　

興
仁
寺
（
幸
町　

‐
１
）

１１

対
象
者　

戦
没
者
の
遺
族
の
方

鰹問 
遺
族
会
事
務
局　

拶
３
９
‐
２
２
１
１
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広告①広告②

と
す
る
方
で
一
定
の
要
件
に
該
当

す
る
方
が
対
象
で
す
。

鰹問 
独
立
行
政
法
人　

自
動
車
事
故

対
策
機
構　

旭
川
支
所

拶
０
１
６
６
‐
４
０
‐
０
１
１
０

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
検
診

と　

き　

８
月
２
日
鰹日
 

と
こ
ろ

　

山
部
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　

午
前　

時　

分
〜　

時　

分

１０

３０

１２

３０

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　

午
後
２
時
〜
４
時

対
象
者

　

小
学
３
年
以
上
の
富
良
野
市
民

で
、
過
去
５
年
間
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク

ス
症
検
診
を
受
診
し
て
い
な
い
方
。

内　

容　

３
〜
６　

の
採
血

cc

費　

用　

無
料

申
込
み　

不
要
で
す

※
検
診
結
果
は
約
１
カ
月
後
に
通

知
し
ま
す
。

鰹問 
保
健
医
療
課拶

３
９
‐
２
２
０
０

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

あ
な
た
の
お
困
り
ご
と
弁
護
士

に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

旭
川
弁
護
士
会
で
は
富
良
野
市

に
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
を
開
設
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
は

毎
月
１
回
、
旭
川
弁
護
士
会
会
員

の
弁
護
士
が
富
良
野
市
に
出
向
き
、

法
律
相
談
を
担
当
し
ま
す
。
初
回

は
８
月　

日
鰹水
 

で
す
。

２６

相
談
日　

毎
月
第
４
水
曜
日

と
こ
ろ　

女
性
セ
ン
タ
ー

料　

金

　

一
人
１
回　

分　

５
０
０
０
円

３０

予
約
方
法　

電
話
予
約

相
談
内
容　

多
重
債
務
、
離
婚
、

相
続
、
不
動
産
、
刑
事
事
件
な
ど

鰹問 
旭
川
弁
護
士
会
事
務
局

拶
０
１
６
６
‐
５
１
‐
９
５
２
７

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

末
広
町
「
平
和
公
園
」
使
用

中
止
の
お
願
い

　

末
広
町　

番
「
平
和
公
園
」（
市

１９

役
所
隣
）
敷
地
内
に
防
火
水
槽
を

新
設
す
る
た
め
、
同
公
園
の
使
用

を
一
時
中
止
し
ま
す
。

使
用
中
止
期
間

　

８
月　

日
頃
〜　

月　

日
頃

２０

１０

３０

鰹問 
富
良
野
消
防
署

拶
２
３
‐
５
１
１
９

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た

　

消
防
法
の
改
正
に
よ
り
一
般
の

住
宅
で
も
火
災
警
報
器
の
設
置
が

義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
富
良
野
市
に
お
い
て
は
、

平
成　

年
６
月
１
日
ま
で
に
、
す

２３

べ
て
の
住
宅
に
必
ず
設
置
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

建
物
火
災
の
中
で
は
、
住
宅
火

災
に
よ
る
死
者
が
最
も
多
く
、
中

で
も
高
齢
者
の
占
め
る
割
合
が
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の

過
半
数
は
、
火
災
に
気
づ
く
の
が

遅
れ
た
か
ら
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
富
良
野
市
内
に
お
い
て
も
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
て

い
た
こ
と
か
ら
、
大
事
に
至
ら
な

か
っ
た
事
例
が
あ
り
ま
す
。

悪
質
商
法
に
ご
注
意
を
！

　

訪
問
販
売
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
に

注
意
が
必
要
で
す
。
不
適
切
な
価

格
で
販
売
し
た
り
、
不
要
な
場
所

に
設
置
を
勧
め
た
り
、「
消
防
署
の

方
か
ら
来
ま
し
た
」
な
ど
と
言
葉

巧
み
に
販
売
す
る
業
者
が
現
れ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
消
防
職
員

が
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
訪
問
販

売
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

鰹問 
富
良
野
消
防
署

拶
２
３
‐
５
１
１
９

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

法
人
道
民
税
・
法
人
事
業
税

の
申
告
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

　

法
人
道
民
税
・
法
人
事
業
税
の

申
告
は
、
自
宅
や
会
社
の
パ
ソ
コ

ン
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

鰹問 
上
川
支
庁
地
域
振
興
部
課
税
課

拶
０
１
６
６
‐
４
６
‐
５
９
２
６

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス

テ
ム
） h

ttp
://w
w
w
.eltax

.jp

   
 
 
      
   /  

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

緑
峰
高
校
「
カ
デ
ン
ジ
ャ
ー
」

の
活
動
に
つ
い
て

　

緑
峰
高
校
電
気
シ
ス
テ
ム
科
の

家
電
製
品
を
修
理
す
る
取
り
組
み

「
カ
デ
ン
ジ
ャ
ー
」の
活
動
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

今
年
度
の
修
理
受
付
期
間

　
　
　
　
　

８
月　

日
鰹水
 

〜　

月

１９

１２

受
付
場
所　

緑
峰
高
校
事
務
室

受
付
時
間　

毎
週
月
・
水
・
金
の

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

対
象
家
電　

小
型
、中
型
家
電（
電

子
レ
ン
ジ
・
テ
レ
ビ
・
パ
ソ
コ
ン

は
除
く
）、
お
も
ち
ゃ
、
ゲ
ー
ム
機

鰹問 
緑
峰
高
校
電
気
シ
ス
テ
ム
科

拶
２
２
‐
２
５
９
４

催

し

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

富
良
野
地
域
特
産
品
フ
ェ
ア

と　

き　

９
月
６
日
鰹日
 

　
　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

と
こ
ろ　

物
産
セ
ン
タ
ー

内　

容　

新
製
品
・
特
産
品
の
販

売
・
P
R
、
地
元
の
特
産
品
が
当

た
る
抽
選
会

鰹問 
N
P
O
法
人
富
良
野
物
産
協
会

拶
２
２
‐
１
４
０
５

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

ふ
ら
の
沿
線
ス
ポ
ー
ツ
　

フ
ェ
ス
タ
「
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
」

と　

き　

８
月　

日
鰹日
 
３０

　
　
　
　

午
前
９
時
〜　

時　

分

１２

３０

と
こ
ろ　

空
知
川

集
合
場
所　

空
知
川
ス
ポ
ー
ツ
リ

ン
ク
ス
（
南
富
良
野
町
字
落
合
）

対　

象　

富
良
野
沿
線
の
小
学
生

以
上
の
住
民
（
小
学
低
学
年
は
保

護
者
同
伴
）

参
加
料　

１
０
０
０
円
（
小
学
生

は
５
０
０
円
）
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対　

象　

小
学
生
以
上
の
方

参
加
料　

無
料

申
込
み　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。　

※
雨
天
決
行

鰹問 
富
良
野
広
域
圏
経
済
活
性
化
協

議
会　
　
　

拶
２
２
‐
４
４
５
６

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

ス
ト
レ
ス
解
消
！
　
　
　

　
　
　
「
気
功
」
会
員
募
集

　

心
身
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
こ

と
が
基
本
の
「
気
功
」
で
一
緒
に

楽
し
く
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

と　

き　

毎
週
木
曜
日

　
　
　
　

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

と
こ
ろ　

文
化
会
館
２
階
和
室

会　

費　

月
額
３
０
０
０
円

指　

導　

明
田
人
美
先
生

※
見
学
は
お
気
軽
に（
無
料
）。
体

験
も
で
き
ま
す
（
１
０
０
０
円
）。

鰹問 
日
下
さ
ん

拶
０
８
０
‐
１
８
９
６
‐
６
７
４
０

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

富
良
野
市
職
員
採
用
試
験

●
一
般
行
政
職
【
３
人
】

平
成　

年
４
月
１
日
採
用

２２

勤
務
場
所　

富
良
野
市
役
所

受
験
資
格

　

次
の
虚
〜
距
の
い
ず
れ
か
の
要

件
を
満
た
す
方

虚
昭
和　

年
４
月
2
日
以
降
に
生

５８

ま
れ
た
方
で
、
大
学
卒
業
者
、
ま

た
は
平
成　

年
３
月
卒
業
見
込
み

２２

の
方

許
昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
に
生

６０

ま
れ
た
方
で
、
短
期
大
学
卒
業
者
、

ま
た
は
平
成　

年
３
月
卒
業
見
込

２２

み
の
方

距
昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
に
生

６２

ま
れ
た
方
で
、
高
等
学
校
卒
業
者
、

ま
た
は
平
成　

年
３
月
卒
業
見
込

２２

み
の
方

試
験
内
容　

高
校
・
短
大
卒
業
者

は
、
教
養
試
験
、
職
場
適
応
性
検

査
及
び
作
文
試
験
を
、
大
学
卒
業

者
は
教
養
試
験
、
専
門
試
験
（
行

政
）、職
場
適
応
性
検
査
及
び
論
文

試
験
を
行
い
ま
す
。

●
一
般
行
政
職（
保
育
士
）【
２
人
】

平
成　

年
４
月
１
日
採
用

２２

勤
務
場
所　

市
内
保
育
所

受
験
資
格

　

次
の
虚
、
許
の
要
件
を
満
た
す

方虚
昭
和　

年
４
月
2
日
以
降
に
生

６０

ま
れ
た
方
で
、
保
育
士
の
有
資
格

者
ま
た
は
、
平
成　

年
３
月
ま
で

２２

に
資
格
取
得
見
込
み
の
方

許
保
育
士
と
し
て
勤
務
が
可
能
な

方試
験
内
容　

教
養
試
験
、専
門（
保

育
士
）
試
験
、
職
場
適
応
性
検
査

及
び
作
文
試
験
を
行
い
ま
す
。

●
共
通
事
項

試
験
日
時　

９
月　

日
鰹日
 
２０

　
　
　
　
　

午
前
８
時　

分
４０

試
験
会
場　

看
護
専
門
学
校

居
住
要
件　

採
用
後
、
市
内
に
居

住
が
可
能
な
方

受
験
手
続
き　

総
務
課
（
市
役
所

１
階
）
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

８
月　

日
鰹月
 

ま
で
の

２４

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

（
土
・
日
を
除
き
ま
す
）

　

郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
は
８
月

　

日
鰹月
 

ま
で
の
着
信
に
限
り
ま
す
。

２４鰹問 
総
務
課　

拶
３
９
‐
２
３
０
０

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

富
良
野
広
域
連
合
職
員
　

（
救
急
救
命
士
）
募
集

募
集
人
員　

　

消
防
職（
救
急
救
命
士
）【
２
名
】

勤
務
地　

富
良
野
市

受
験
資
格　

昭
和　

年
４
月
２
日

６１

以
降
に
生
ま
れ
た
、
高
等
学
校
卒

業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
方

身
体
要
件

身
長
１
６
０
尺
（
女
性
は
１
５
５

尺
）
以
上
、
体
重　

手
（
女
性
は

５０

　

手
）
以
上
、
握
力
（
左
右
と
も
）

４５
　

手
（
女
性
は　

手
）
以
上
、
背

３５

３０

筋
力
１
１
０
手
（
女
性
は
１
０
０

手
）
以
上
、
肺
活
量
３
０
０
０
寂

（
女
性
は
２
５
０
０
寂
）
以
上
、
胸

囲
が
身
長
の
２
分
の
１
以
上
、
視

力
が
両
眼
で
０
・
８
以
上
、
片
眼

の
視
力
が
そ
れ
ぞ
れ
０
・
５
以
上

このページは広告料収入で作成しています

定　

員　

先
着　

人
４０

申
込
み
　
８
月　

日
鰹水
 

ま
で
に
電

１９

話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

鰹問 
社
会
教
育
課拶

３
９
‐
２
３
１
８

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

劇
団
「
カ
ッ
パ
座
」
公
演

カ
ッ
パ
虹
伝
説「
な
な
い
ろ
の
に
じ
」

と　

き　

８
月　

日
鰹土
 
１５

　
　
　
　

午
後
１
時
開
場

　
　
　
　

午
後
１
時　

分
開
演

３０

と
こ
ろ　

演
劇
工
場

入
場
料　

大
人　

１
５
０
０
円

　
　
　
　

こ
ど
も
１
０
０
０
円

　
（
当
日
券
は
プ
ラ
ス
５
０
０
円
）

鰹問 
富
良
野
カ
ッ
パ
友
の
会

拶
０
７
０
‐
６
６
１
１
‐
９
２
７
８

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

看
護
専
門
学
校
「
学
校
祭
」

　

富
良
野
看
護
専
門
学
校
の
学
校

祭
を
８
月　

日
鰹金
 

、　

日
鰹土
 

に
開

２１

２２

催
し
ま
す
。（
一
般
公
開
は　

日
）

２２

　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
バ
ザ
ー
、

看
護
体
験
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の

内
容
で
す
。

鰹問 
看
護
専
門
学
校

拶
２
２
‐
５
５
１
０

募

集

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

第
２
回
富
良
野
リ
サ
イ
ク

ル
フ
ェ
ア
出
店
者
募
集

　

昨
年
に
引
き
続
き
「
ご
み
」
を

テ
ー
マ
に
開
催
す
る
「
富
良
野
リ

サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
」
で
、
今
年
も

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
会
場
を
用

意
し
ま
す
。
家
庭
で
眠
っ
て
い
る

不
用
品
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
出
店
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

と　

き　

９
月　

日
鰹日
 
２８

と
こ
ろ　

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

申
込
み　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

鰹問 
実
行
委
員
会
事
務
局
（
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
）

拶
４
２
‐
２
１
０
２

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

環
境
観
光
体
験
ツ
ア
ー
　

参
加
者
募
集

●
環
境
関
連
施
設
見
学
ツ
ア
ー

と　

き　

８
月　

日
鰹土
 

・　

日
鰹日
 

２２

２３

集　

合　

８
時　

分
ま
で
に
富
良

３０

野
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

行
き
先　

富
良
野
自
然
塾
（
プ
リ

ン
ス
ホ
テ
ル
内
）、山
部
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
、
環
境
衛
生
セ
ン

タ
ー

持
ち
物　

昼
食

●「
富
良
野
自
然
塾
」体
験
ツ
ア
ー

と　

き　

９
月　

日
鰹土
 

・　

日
鰹日
 

１２

１３

　
　
　
　

・　

日
鰹日
 
２０

集　

合

　
《
午
前
の
部
》８
時　

分
ま
で
に

３０

　
《
午
後
の
部
》１
時　

分
ま
で
に

３０

　

富
良
野
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

持
ち
物　

軍
手
、
タ
オ
ル

●
共
通
事
項

定　

員　

そ
れ
ぞ
れ
先
着　

人
３０

北方領土

返還要求運動強調月間

８月１日～
　　８月３１日

北海道はこれからも変わ
らず北方領土返還を
強く要求します

　アフリカのブルキナファソ少年少女野球チームを迎え、富良野市のチームと交流をする取り組みが行われます
日程　８月７日鰹金 ～８月１１日鰹火 　内容　市長表敬訪問、扇山小盆踊り参加、富良野市少年野球チームとの合同練習・
交流試合、交流行事（もちつきなど）　鰹問 ブルキナファソ野球を応援する会　中野さん　拶０９０‐７６４６‐０５５８
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（
矯
正
視
力
を
含
む
）、
色
覚
に
異

常
が
な
い
、
四
肢
及
び
心
身
と
も

健
康
で
自
動
車
の
運
転
に
支
障
を

及
ぼ
す
恐
れ
の
あ
る
障
が
い
が
な

い資
格
要
件

虚
大
型
自
動
車
運
転
免
許
の
資
格

を
有
す
る
方
、
ま
た
は
普
通
自
動

車
運
転
免
許
の
資
格
を
有
す
る
方

で
、
採
用
後
３
年
以
内
に
自
己
負

担
に
よ
り
大
型
自
動
車
運
転
免
許

の
取
得
が
可
能
な
方

許
救
急
救
命
士
法
（
平
成
３
年
法

律
第　

号
）
第
３
条
に
規
定
す
る

３６

救
急
救
命
士
免
許
を
有
す
る
方
、

ま
た
は
救
急
救
命
士
国
家
試
験
の

受
験
資
格
を
有
す
る
方

広告③広告④

（
前
半
）
８
月　

日
鰹水
 

〜　

日
鰹金
 

２６

２８

（
後
半
）
９
月　

日
鰹月
 

・　

日
鰹火
 

２８

２９

　
　
　
　
　
　
　

５
１
４
５
０
円

距
心
を
つ
か
む
提
案
力
・
説
得
力

講
座　
　

９
月
２
日
鰹水
 

〜
４
日
鰹金
 

　
　
　
　
　
　
　

３
１
５
０
０
円

鋸
北
海
道
の
接
客
業
リ
ー
ダ
ー
養

成
講
座　

９
月　

日
鰹火
 

・　

日
鰹水
 

１５

１６

　
　
　
　
　
　
　

２
４
１
５
０
円

漁
悩
み
解
消　

資
金
繰
り
と
資
金

!!

調
達
の
極
意９

月　

日
鰹木 
・　

日
鰹金
 

１７

１８

　
　
　
　
　
　
　

２
４
１
５
０
円

鰹問 
中
小
企
業
大
学
校
旭
川
校

　

旭
川
市
緑
が
丘
東
３
条
２
丁
目

２
番
１
号

拶
０
１
６
６
‐
６
５
‐
１
２
０
０

居
住
要
件　

採
用
後
、
富
良
野
市

内
に
居
住
が
可
能
な
方

受
験
手
続
き　

富
良
野
消
防
署
に

あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
救
急
救
命
士
免
許
証

の
写
し
、
ま
た
は
国
家
試
験
受
験

資
格
に
係
る
卒
業
見
込
み
証
明
書

を
添
付
し
期
日
ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

８
月　

日
鰹月
 

ま
で
の

２４

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

（
土
・
日
を
除
き
ま
す
）

　

郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
は
８
月

　

日
鰹月
 

ま
で
の
着
信
に
限
り
ま
す
。

２４一
次
試
験
の
日
時
と
場
所
　

９
月　

日
鰹日
 
　

午
前
８
時　

分

２０

４０

看
護
専
門
学
校

採　

用　

平
成　

年
４
月
１
日

２２

※
た
だ
し
、
平
成　

年
国
家
試
験

２２

受
験
者
は
救
急
救
命
士
資
格
取
得

後
の
５
月
１
日
採
用
と
な
り
ま
す
。
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富
良
野
消
防
署

拶
２
３
‐
５
１
１
９

試
験
・
講
座

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

中
小
企
業
大
学
校
研
修

虚
チ
ー
ム
で
進
め
る
業
務
改
善
講

座　
　
　

８
月　

日
鰹月
 

・　

日
鰹火
 

２４

２５

　
　
　
　
　
　
　

２
４
１
５
０
円

許
若
手
社
員
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
講
座

（
リ
ー
ダ
ー
へ
の
道
）

年年金金だだよよりり

安心・便利・確実な口座振替
　旭川社会保険事務所では、市役所及び商工会議所において
月に１度社会保険事務相談を行っていますが、相談者の増加
に伴い、待ち時間が増えています。この待ち時間を解消する
ために「事前予約制」により、相談業務の充実を図っていき
ます。
　予約方法は、旭川社会保険事務所へ直接電話するか、市役
所市民年金係（2番窓口）と山部・東山支所に置いてある
「相談予約票」に必要事項を記入して提出、または旭川社会
保険事務所に直接ファックスしてください。後日、受付時間
の連絡がきます。

　※旭川社会保険事務所
　　　始0166‐72‐5004　姉0166‐25‐5589

「ねんきん定期便」について
　現在、年金記録を定期的に確認いただけるよう、国民年金
と厚生年金の現役加入者に「ねんきん定期便」を送付してい
ます。平成２１年４月から、誕生月に発送しています。
　ねんきん記録に「もれ」や「誤り」のある可能性が高い方
にはオレンジ色の封筒を、それ以外の方には水色の封筒を使
用しています。疑問などがある場合は下記に問い合わせくだ
さい。
　※「ねんきん定期便専用ダイヤル」　始０５７０‐０５８‐５５５
　　　月～金曜日：　午前９時～午後８時まで
　　　第２土曜日：　午前９時～午後５時まで
　　　　※祝日を除く
　※「ねんきん定期便」の社会保険庁ホームページ
　　　http://www.sia.go.jp/top/kaikaku/kiroku/teikibin/index.html

保険料の支払いはお忘れなく

国民年金・老齢基礎年金の裁定請求手続き
　昭和１９年８月生まれ(満６５歳)の方は、誕生日の前日以降
に手続きをしてください。厚生年金の受給者は、誕生月
に送られてくるはがきが、基礎年金の手続きになります。

市役所②番窓口にお越しください。
必要なものは印鑑・預金通帳・戸籍謄本・住民票謄本など
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■今年の「市長と語ろう地域懇談会」は８月１２日の
朝日会館をかわきりに１５会場で開催します。今回か
ら地域ごとのテーマの設定や開始時間を７時にす
るなど市民のみなさんが参加しやすいように見直
しています。ぜひ、多くの方の参加をお待ちしてい
ます。（懇談会の日程などは１１ページに掲載）（い）
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き
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鎌
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敬
子

さ
ん
さ
ん
と
初
夏
の
日
差
し
の
心
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よ
く

風
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ガ
ー
デ
ン
百
花
繚
乱　
　
　
　
　
　

吉
田　

久
子

荏

　

広
報
ふ
ら
の
５
月
号
（
西

脇
情
報
瑛
）
で
日
本
の
へ
そ

ゴ
マ
「
金
播
磨
」
の
紹
介
を

し
ま
し
た
が
、
今
回
は
、
そ

の
原
料
で
あ
る
金
ゴ
マ
の
栽

培
に
取
り
組
ん
で
い
る
小
学

校
を
紹
介
し
ま
す
。

小
学
校
で
「
金
ゴ
マ
」
栽
培

　

西
脇
小
学
校
で
は
、
金
ゴ

マ
の
種
ま
き
を
し
た
後
、
調

理
実
習
室
で
茹
で
た
ホ
ウ
レ

ン
草
に
西
脇
産
金
ゴ
マ
を
振

り
か
け
て
試
食
を
し
ま
し
た
。

ホ
ウ
レ
ン
草
の
苦
手
な
子
ど

災害時には、市とラジオふらのとの協定により、
災害情報が流されます。

行政情報番組　ラジオ広報「ふらの」
・放送日時　毎週　月曜日～金曜日　
　　　　　　　　　午後６時～６時５分
まちづくり情報番組　元気ハツラツ！まちづくり
・放送日時　８月２２日臥　午前１０時～１０時４５分

今月のラジオ　　ラジオふらのFM77.1MHｚ

■やまべふれあいまつりの子ども会テントで、かき
氷販売の手伝いをしている中学生の女の子たちが、
けがをした男の子を心配する場面がありました。そ
の姿は中学生とは思えないほど大人びていて、母親
のような振る舞いでした。人間関係が希薄になって
きている現代に、心温まる光景でした。（う）

も
も
た
く
さ
ん
食
べ
る
こ
と

が
で
き
た
よ
う
で
す
。

　

楠
丘
小
学
校
で
は
、
種
ま

き
と
苗
の
植
え
つ
け
を
体
験
。

大
き
く
な
っ
た
ら
２
ｍ
く
ら

い
に
な
る
と
い
う
普
及
員
の

説
明
に
、子
ど
も
た
ち
は「
す

ご
〜
い
！
」
と
歓
声
を
上
げ

て
い
ま
し
た
。

　

両
校
で
栽
培
さ
れ
た
金
ゴ

マ
は
、
秋
の
収
穫
後
に
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
で
、
給
食
の

材
料
と
し
て
使
用
さ
れ
る
予

定
で
す
。

（
広
報
に
し
わ
き
７
月
号
よ
り
）


